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機能の概要
説明: サプライヤ 360° プロファイルの [概要] 領域の機能強化

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

ロータッチ/容易

グローバル

SAP Ariba Supplier Lifecycle and Performance

SAP Ariba Supplier Information and Performance 

Management

SAP Ariba Strategic Sourcing Suite

この機能は、該当ソリューションを使用しているすべての
お客様に対して自動的にオンになっており、すぐに使用で
きます。

▪ リスクスコアを確認するには、SAP Ariba Risk が有効
化され、設定されている必要があります

▪ 多様性情報を確認するには、[SM 管理] の [データのイ
ンポート/エクスポート] タスクで、[多様性情報] データ
ファイルおよび [ベンダの多様性] データファイルを使用
して、データをインポートしてください。

現在のサプライヤ 360°プロファイルには、SAP Ariba 

Supplier Management ソリューション内で生成および更

新されたサプライヤデータが表示されます。ただし、より
広範な SAP 購買スイート、SAP エコシステム、およびそ

の他のサードパーティプロバイダからのデータは表示さ
れません。 1 つの場所で 360°表示を希望するお客

様が、追加の関連サプライヤ情報を取得するために、複
数のソリューションにナビゲートすることを余儀なくされて
います。

サプライヤ 360° プロファイルの新しい [概要] 領域には、

サプライヤ情報のデータソースのライブラリを保持する新
しいデータパネルフレームワークが導入されています。こ
のデータパネルフレームワークには、サプライヤ状況情報、
主要連絡先、住所情報などの主要なサプライヤデータが
保持されます。また、SAP Ariba Risk の影響度スコア、
多様性情報、および完全なサプライヤ ID スナップショット
の新しいデータソースも導入されています。

▪ 新しい [概要] 領域では、サプライヤを包括的に把握す
るためのプラットフォームが提供されます。

▪ SAP Ariba Risk の影響度スコアがサプライヤ 360°
プロファイルに組み込まれました。

▪ 多様性情報がサプライヤ 360°プロファイルに組み込
まれました。

▪ サプライヤ ID の完全な一覧がサプライヤ 360°プロ
ファイルに組み込まれました。

https://help.sap.com/viewer/2dec32c5e595463db4580020925e544a/LATEST/en-US/aae98b99013845a7b53192d706181cbf.html
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1.専用の領域に移動された [サプライヤ申請]

2.サプライヤ概要情報 (新しい「オンボー

ディング状況」指標を含む)

3.サプライヤ ID の包括的な一覧 ([ACM ID] 

が追加されました)

4.新しいサプライヤリスク影響度スコアの

データパネル (SAP Ariba Risk から)

5.サプライヤ連絡先 (新たにリンクされた連

絡先一覧を含む)

6.新しいサプライヤ多様性データパネル
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本書のいかなる部分も、SAP SE 又は SAP の関連会社の明示的な許可なくして、いかなる形式でも、いかなる目的にも複製又は伝送す
ることはできません。

本書に記載された情報は、予告なしに変更されることがあります。SAP SE 及びその頒布業者によって販売される一部のソフトウェア製品
には、他のソフトウェアベンダーの専有ソフトウェアコンポーネントが含まれています。製品仕様は、国ごとに変わる場合があります。

これらの文書は、いかなる種類の表明又は保証もなしで、情報提供のみを目的として、SAP SE 又はその関連会社によって提供され、
SAP 又はその関連会社は、これら文書に関する誤記脱落等の過失に対する責任を負うものではありません。SAP 又はその関連会社の製
品及びサービスに対する唯一の保証は、当該製品及びサービスに伴う明示的保証がある場合に、これに規定されたものに限られます。本
書のいかなる記述も、追加の保証となるものではありません。

特に、SAP SE 又はその関連会社は、本書若しくは関連の提示物に記載される業務を遂行する、又はそこに記述される機能を開発若しく
はリリースする義務を負いません。本書、関連プレゼンテーション、および SAP SE またはその関連会社の方針および予定されている将来
の開発、製品、またはプラットフォームの方向性および機能は、すべて変更される可能性があり、SAP SE またはその関連会社は随時、理
由の如何を問わずに事前の予告なく変更できるものとします。本書に記載された情報は、いかなる品目、コード、または機能の提供の確約、
保証、または法的義務を表すものではありません。将来の見通しに関する記述はすべて、さまざまなリスクや不確定要素を伴うものであり、
実際の結果は、予測とは大きく異なるものとなる可能性があります。読者は、これらの将来の見通しに関する記述に過剰に依存しないよう
注意が求められ、購入の決定を行う際にはこれらに依拠するべきではありません。

SAP、ならびに本書に記載するその他の SAP の製品およびサービスは、そのそれぞれのロゴとともに、ドイツおよびその他の国々におけ
る SAP SE （または SAP 関連会社）の商標または登録商標です。本書に記載されたその他すべての製品およびサービス名は、それぞれ
の企業の商標です。

商標に関する情報および表示の詳細については、www.sap.com/trademark をご覧ください。
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